
第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

「電気的設備」「操作又はその監督」を押さえておけば解答できますが、第 1 条・第 2 条は電波法の冒頭文とし

て最も重要ですから、必ず全部を覚えておきましょう。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

３と４で迷うかもしれませんが、３の「総務大臣の検査」です。そして、電波法 18 条の 2 で「登録検査等事業

者・登録外国点検事業者が検査を行った書類を提出すれば一部を省略できる」とされています。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

周波数測定装置の備え付けを要しないのは 10 ワット以下です。選択肢１～３も全て重要な条文なので読んで覚

えておきましょう。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

混信があると無線通信が妨害されるので選択肢 A は簡単に分かりますが、選択肢 B は誘導です。毎回必ず出る

条文ではないですが、大変重要な定義です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

比較的易しい問題です。アンテナは利得及び能率がなるべく大きく、そして整合が十分である必要があります。

不整合だと定在波が発生し、効率の悪化・妨害の発生・機器の不調など多くの問題が発生します。 

水平面の輻射角度は、アンテナを上から見たときの指向性です。なお、垂直面は、アンテナを真横から見たとき

にアンテナから輻射される電力がどの角度（上下方向）に出ていくかという指標です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

無線従事者免許証に国籍条項はありません。 

なお、この手の出題のポイントは、「電波法上の罪を犯し」「電波法の規定により取り消され」「電波法もしくは電

波法に基づく命令又はこれらに基づく処分」です。あくまで電波法とその関連法規に違反した場合の処分ですか

ら、例えば「刑法上の罪を犯し…」とあれば該当しません。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

「通信を行うために必要最小のもの」は大変重要な規定です。これで選択肢が１か３に絞れます。 

免許状に「無線設備の設置場所」「電波の形式及び周波数」は記載されますが、「無線設備」「通信方式」とは記載

されていないので、答えは３となります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

うろ覚えだと、どれも正しい条文に思えてしまいますが、「しばしばその電波の周波数により聴守を行い、他の無

線局から停止の要求がないかどうかを確かめなければならない」とされています。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

難しい問題ですが、１～３のような規定はありません。なお、電波法の文中に「当該無線局の電波の型式」「当該

無線局の周波数」という文言はありません。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

これは簡単な問題です。スプリアスなど不要な電波が含まれていると電波の質は悪化し、自分の意図しない無線

局の通信に迷惑を掛けます。したがって電波の強度よりも電波の質が最重要です。この電波の質が悪化した場合

は臨時に電波の発射の停止を命じられることがあります。これが改善された場合、電波を試験的に発射して電波

の質が適合であることが認められた場合、直ちにその停止を解除されるわけです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

知らないと難しい問題です。まずは３か月と６か月から覚えておきましょう。 

なお、この条文を根拠に「半年以上アマチュア無線局を運用しなかったら免許取り消しになるよ！」という言説

が流れたことがありますが、総務大臣は免許を取り消す「ことができる」とあるため、「取り消すこともできる

し、取り消さないこともできる」と解釈します。現実問題としては、運用を休止していることで特段の問題が発

生した場合に適用できる条文なので、アマチュア局が半年以上運用を休止したことで特段の問題は発生しません

から、アマチュア無線局が半年以上運用しなくても免許が取り消しになることは無いわけです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

これは簡単な問題です。 

１：届けただけでは免許状は訂正されません。 

３：勝手に訂正してはいけません。 

４：許可を受けて自分が訂正するのもおかしい話です。 


